
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

対   象  町内小学校４・５・６年生と保護者 
参加人数  １１組２３人 
実 施 日  平成２９年７月３０日（日） 
見学場所  『川崎市平和館』 
        『昭和館』 
主   催  愛 川 町 
後   援  愛川町教育委員会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この見学会の参加者に無記名でアンケートを実施しましたので、自由意見と

して書かれた感想等を一部紹介いたします。 



 
 

この見学会の参加者に無記名でアンケートを実施しましたので、自由意

見として書かれた感想等を一部紹介いたします。 

なお、掲載している文章は、基本的に原文どおりですが、誤字・脱字など

細かい部分は訂正しています。 
 

１．小学４・５・６年生の感想 

№ 感想等自由意見 

１ 

ひいおばあちゃんにせんそうのことをききたい。せんそうのたいへんさ

をしりたい。いろいろなぼうくうごうのたいけんや、水くみ、そういうこ

とをしれてたのしい、いいきかいになった。 

２ 
 今、どれだけ自分がへいわなのかしれてうれしいです。戦争のくるしさ

をみんなにしらせたいです。 

３ 
 わたしは、はじめてぼうくうごうに入って思ったことは、ばくだんの音

とか、サイレンがなることがこわかったです。 

４ 
 玄米をなん回もつぶして白米になるまで大変なんだなと思いました。も

う戦争はどこの国でもおこらないでほしいです。 

５ せんそうのきょうふがわかりました。 

６ 

見学会に参加して戦争のひさんさがわかりました。それに、たいけんで

きるところなど、おもしろいなと思いました。あと、戦争のときにきてい

たふくをきれてたのしかったです。ふくは、けっこうおもたかったです。 

７ 

戦争はとてもつらいんだなと思いました。戦争の時のくらしも大変だな

と思いました。体験コーナーでヘルメットをかぶってみたらとてもおもし

ろかったです。昭和の道具はほとんどが電気じゃないから大変だなと思い

ました。 

８ 
昭和館の体験が楽しかったです。戦争について少し分かりました。また

行きたいです。 

９ 地球をまもるために空気をよくする。よごさない！ 

 
 ２．保護者の感想 

№ 感想等自由意見 

１ 

平和をこわすには武器を使うもの、使わないものがあると今日、平和館

でお聞きしました。武器を使わないで平和をこわすことについて、近年周

りでは、物があふれ、ゴミが増え、車が多く、工場では毎日生産があり、

物を買うのに色々と選べる世の中は一見平和に見えるけど、環境にとって

は大変なこと。私達が日本で、愛川町で平和に暮らしているけど、裏では

苦しんでいる人、生物、環境があるということを学び考えさせられました。

子どもたちにも伝えなくてはと思います。 

２ 日本の歴史や、戦争中の事を子供に知ってもらうよい体験になったと思



います。 

平和館では、戦争にかぎらず、平和について広い視野で考える、親子で

話すよい機会になりました。 

展示内容を見学するには時間が足らず、１日で２ヶ所というのは少し無

理があるように思います。年２回や、隔年毎などでそれぞれの施設が見学

できればと思いました。 

平和教育や、戦争に関する映画上映会等も行ってほしいです。また、夏

休みは何かとイベントが多く、参加し辛いです。「戦争・平和」というテ

ーマだと夏休みが一般的なのかもしれませんが、もう少し開催時期を柔軟

に検討してほしいです。 

平和館での児童用のオリエンテーリングシートは、考えを深めるために

はよい材料となりました。できれば、退館時に、答え・解説シートのよう

なものがほしかったです。 

施設見学をして、最後にディスカッションなどをして、考えを深めても

いいのではと思いました。 

団体見学でしたので、施設の方に説明していただけたのは貴重な体験で

した。 

３ 

川崎市平和館では、戦争のことだけでなく、平和とは何か、また、今地

球がかかえる問題についてとてもわかりやすく紹介してあり、新しい視点

で考えることができた。 

どちらの施設でももっと時間をかけてゆっくりと見たかった。 

子どもに戦争のむごさ、ひさんさを伝えていって、二度と日本がそのよ

うなことをしないようにしてもらいたい。また、世界のどこかで、平和で

はない状況下で暮らす人々のことも忘れずに生きていってもらいたいと

思った。 

私の祖母は、戦争経験者で、健在なので、もっと話しを聞いて、次の世

代にも語りつげるようにしたいと思った。 

４ 

戦争について、平和について、親子で話したいとは思っていましたが、

なかなかきっかけがつかめずにいました。 

今回、親子で見学しながら会話する中で、子どもなりに受けとめている

こと、まだまだ分からないことが多いことをそばで感じ、これから親子で

勉強していきたいと思います。 

正しい情報を得て、平和に向かう判断のできる人に育ってほしいと思い

ます。 

５ 

戦争というものがどれ程悲惨で残酷なものなのか、平和は何にもかえが

たいものだと改めて思いました。また、今自分がいかに平和な日本で生き

ているのかを実感しました。 

６ 

子供たちに戦争のことを少しでも多く伝えていくこと、下の子供が大き

くなったらまた連れてきたいと思いました。 

パネルや展示してあるものをみるだけでなく、ガイドさんのお話しがと



てもわかりやすくてたのしかったです。 

７ 

平和の大切さ、戦争の悲惨さが理解できる施設が県内や都内にあり、わ

ざわざ広島等へ出向かなくても日帰りで行けて時期によっては特別展示

や企画展が催されているので大変有意義であり、子供も良かったとの感想

を言っていた。 

また、町内にも戦争遺跡があり、現在も利用されている施設があること

には驚いた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 
愛 川 町 
 

 
愛 川 町 
 


